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家庭内におけるコミュニケーション能力の育成をめざした小学校家庭科の授業実践
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Abstract : This report analyzed the effect of learning of communication with family in home economics 
education in elementary school. The learning items were awareness of importance of communication and to get 
practical attitude. The results were as follows : 1)Most of students practiced on communication with family in 
their lives. 2) Level of post test of students on communication was high. 3) Leaming of communication with 
family in home economics education was proven to be effective. The problem to be solved is to support for 
students without practice on communication with family. 
Keywords : Leaming in Home Economics Education in Elementary School， Skill of Communication， Family， 






































































































































































































































































1 )母親の言葉が異なる 2つの会話(ワークシート問 1) 
表3 学習指導案
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時間 り巴 童 の 活 動 教 師 の 支 援 評 価
1 日常生活においての家族とのやりと 1 事前アンケートの結果を伝え 実ぴ 0本時のめあてをつか
5分 りを想起し，持本時のめあてをつかむ。 生活での家族とのかかわり方と結 むことができている0自分の気 ちを上手に伝えよう。 つけることで，問題意識をもつよう か。
にする o (態度)
2 テレビと宿題をめぐる親子の会話に 2 登場人物になったつもりで考える 0気持ちゃ会話の変化
ついてベアでロールプレイングをし ょう助持言することにより，親子両方 に気付くことができ
登場人物の気持ちゃ会話の変化に気方付 の気付 ちを捉えながら，その変化に ているか。




3 意見が対立しやすい表表現と， 自分の 3 資料方で， 自分の気持ちを上手に伝 O自分の気持ちを上角手平
気解持ちが上手に伝持わる 現について理 える 法の使い方応を確認することに に伝える方法を理
10分 し 自分の気 ちが上手に伝葉わる表 よって場面に じた言葉を実際に して使うことができ
現を使って，場面に応じた言 を考え 自分で考えることができるようにす ているか。
る。 る。 (ワークシート)
4 自分の気持ちを率直家に表現実すること 4 今後，家の人とのかかわりの中で，0自分の気持ちを上手実
の大切さに気付き，も 庭で践してみ うれしいことや困ったことがあった に伝える方法を，
































































































































































































































































わたし 『・・・まだだよ.J わたし 『 ・・まだだよ.J
母。「え?まだ?'それじゃあ、何でずっと ; 母・「そう、まだなの.テレビがおもしろくて、
テレビなんて見てるの!? J 宿題をする気にならないのね.J












消さないと、もう 2度と見せないわよ lJI いのよ.J
わたし わたし 『
-1 :t?:7;r.L::(J):~， I"f."?1 

































日{寸 使った人 使った時の状きょう 言葉 相手の反応 自分の気持ち
t例} 姉にいやなことを曹 お姉ちゃんがそんな 『ごめんね.Jとすぐ すぐにあやまって
12/20 姉 われτ.つらい気持 ことを宮うと、』まか にあやまって〈れ くれたから、気持











































































































































































No. 20 (2005) 
図7 自分の気持ちを上手に伝える方法の理解度
がいることがわかる。
もう一方の理解度に関する問題を見てみる。これは，
わたしメッセージの使い方に関する問題である。ある場
面を示し，わたしメッセージを使って相手に伝えられて
いるものを 1つ選ばせた。以下にそれぞれの項目で選ん
だ人数を示す。
夕飯の用意の手伝いで，テーブルに食器を並べ
ようとしたら，妹がお絵かきをしているので並
べられない。お絵かきをやめようとしない妹に
向かつて・
1.ちょっと，何でどいてくれようとしないの?
(1名)
2. 早くお絵かきをやめて，そこをどきなさい!
(4名)
3.そこでお絵かきをしていると，用意ができな
いから困っちゃうよ。 (26名)
4.そこでお絵かきなんてされると，用意ができ
なくてじやまなんだ。 (4名)
5.仕方ないなあ。後でお父さんに怒られでも知
らないよ。 (2名)
正解は3で選択した児童は26名で70%とかなり多い
が、前述のわたしメッセージよりは正解率が低い。授業
ではこの部分は 5分程度の扱いであったため，理解度が
低かったと思われる。
以上のことから，ほとんどの児童がI(授業について)わ
かった」と答え，問題の正解率も高かったため，授業内
容に関する児童の定着度は高いと言える。しかし，自分
の考えに固執したり 理解が不十分であったりする児童
に対して支援を検討する必要である。
(3) 実生活への活用意欲
IW自分の気持ちを上手に伝える方法』を， これからの
生活の中で使おうと思いますか。」という質問に対する児
童の回答を図8に示す。
「ぜひ使いたいJI使いたい」を合わせると 24人で67%
であった。定着度と比べ「使いたい」と感じている児童の
割合はやや低いと言える。「ぜひ使いたいJI使いたい」と
答えた理由としては使うと相手が自分の気持ちをすぐ
にわかってくれるから。JI使うとすっきりした気持ちに
なるから。JI相手の気持ちを考えることができるから。」
等が挙げられていた。中には「大人になって必要になるか
ら。」と答えている児童もおり，これらの児童には，授業の
中や生活実践で実感したことから必要性を感じ， これか
らの生活に生かしていこうとする態度が身についていた。
では，残りの 12名では実生活で生かそうとする意欲が高
まらなかったのはなぜであろうか。「あまり使いたくな
l;) J I全く使いたくない」と答えた理由では面倒くさい
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図8 自分の気持ちを上手に伝える方法の活用意欲
から。」が最も多かった。生活実践で効果を自分で確認し
ても，慣れない方法を使ってまで家族関係をよりよくし
ようとする意欲が高まらなかったようである。ここに， 1 
時間のみの授業の限界がある。継続して指導を行うとそ
れだけ効果が高くなるが今回は 1時間のみの授業で
あったため，理解が深まらず，生活実践も少なかったので，
実際に生活で使おうとする意欲が高まらなかったと考え
られる。児童が実生活でコミュニケーションスキルを活
用しようとする意欲を高め 真に家族とかかわる力を身
に付けるためには継続した指導が必要であろう。その他
の「使いたくない」理由としては「使う機会がないから。J，
「あまりけんかをしないから。Jがあった。これは，家庭で
の対立が少なく，円満であるために，わたしメッセージを
活用する必要性を感じなかったためであると考えられる。
よりよい関係を築くために，対立したときだけでなく，う
れしい気持ちを伝えるときにも活用していく必要性を感
じさせたい。また使っても絶対無視されるから。JI少し
難しいから。JI自分の気持ちを伝えるのが下手だから。」
という理由を挙げている児童もいた。生活実践して上手
くいかなかった経験や理解度の低さ，自己評価の低さが
原因であると考えられる。授業で理解しにくい児童の支
援やコミュニケーションスキル獲得のための支援を工夫
し，根気強く相手に接する大切さについて感じさせたい。
(4) 家族とのかかわり方の変化
授業前と比べた児童の家族とのかかわり方の変化を図
9に示す。授業前と比べ家の人とよく話すようになっ
た」についてとてもそうJIまあそう」を合わせると 23
名で64%であった。「相手を怒らせたり，いやな気持ち
にさせたりすることが少なくなった」で「とてもそうJIま
あそう」と答えたのは28名で78%.I意見が対立したと
き，相手の気持ちも理解しようと努めるようになった」
で「とてもそうJIまあそう」と答えたのは24名で67%，
家のひととよく話すよ
うになった
相手を怒らせたり，いや
な気持ちにさせたりする
ことが少なくなった
意見が対立したとき，相
手の気持ちも理解しよう
と努めるようになった
どう接すればいいかわ
からないということ
少なくなった
盟とてもそう
圃まあそう
ロあまりそうでない
曲全くそうでない
図9 家族とのかかわり方の変化(人)
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「どう接すればいいかわからないということが少なく
なった」で「とてもそうJIまあそう」と答えたのは24
名で67%であった。児童の家庭での家族との接し方に変
化がみられる。特に相手を怒らせたり，いやな気持ち
にさせたりすることが少なくなった」と感じている児童
が約8割おり，これがこの授業で得た一番の成果である
と言える。わたしメッセージを学習したことで，相手を
いやな気持ちにさせないように思いやって接することが
できているためであると考えられる。 1時間の授業では
十分コミュニケーションスキルを身に付けることができ
なかったが，家族との効果的なコミュニケーション方法
を学ぶことで他者の気持ちを理解しようとする余裕が生
まれ，それが家族と接する際に態度となって表われるよ
うになったようである。どの項目を見ても，ほぼ7割の
児童の家族との接し方によい傾向が見られたので，この
授業においてある程度高い効果が得られたと言えるであ
ろう。しかし，家族とよりよい人間関係を築こうとする
態度が見られない児童も数人いるので，今後，自己受容，
他者受容の学習も含め さらに児童のコミュニケーショ
ン能力を育成する授業について検討していく必要がある。
N. おわりに
家庭内における児童のコミュニケーション能力を育成
する授業実践では ある程度高い効果が見られた。生活
実践では多くの児童がコミュニケーションスキルを活用
して効果を確認している。このことから，小学生にもコ
ミュニケーションスキルを獲得させることは可能であり，
そのために取り入れた親業は児童に適した内容であった
と言える。授業実践は 児童がある一定の場面でコミュ
ニケーションスキルを活用することだけに留まらず，家
庭生活全体において家族とかかわる態度が向上する効果
もみられた。しかし 相手のことを考えようとしない児
童や，コミュニケーションスキルを実生活で活用してい
こうとする意欲の低い児童もいる。児童に他者を受容す
るための広い視野を与え 家族とよりよい人間関係を築
こうとする意欲を高めていくような支援を検討したい。
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